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過去十年間における MITオンライン教材の歩み  
 

長谷好美、マサチューセッツ工科大学  
Yoshimi Nagaya, Massachusetts Institute of Technology 

 
Absutruct 

 
For over a decade, the Japanese language program at MIT has successfully 

incorporating web materials into our course curricula since they were first created as part 
of  JP-NET Project by Shigeru Miyagawa in 1995. A comprehensive website for the first 
to the third-year Japanese courses at MIT includes course schedules; kanji projects and 
readings; online grammar notes and exercises; and audio files that accompany the 
textbooks (Japanese: the Spoken Language, Part 1-3, Eleanor Jorden with Mari Noda, 
Yale Press, 1988, 1989, 1990, respectively).  Use of these materials has been an integral 
part of Japanese language instruction at MIT.  

This paper describes the contents of the website and how it has evolved over the 
past years as technology has advanced.  The paper also suggests future directions for 
expanding the website to further help learners advance their Japanese skills.   
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１ はじめに 

 

マサチューセッツ工科大学では宮川繁教授の提唱で１９９５年に初めて日本語コースのウ

ェブサイトを開設した。それ以降、１年生から３年生までのすべてのコースをオンライン化

し、現在このウェブサイトはコース運営に不可欠のものとなっている。ウェブサイトからは

学生が日々の授業予定をはじめ、漢字学習、文法のまとめと練習問題、読み物、オーディオ

教材などに容易にアクセスすることができるように工夫されており、このサイト上のウェブ

教材を使った自宅学習と教室での口頭練習を組み合わせることにより、最大限に日本語学習

効果を高めるねらいを持っている。本稿は日本語コースのウェブサイトの概要と利用方法、

開設時から現在に至るまでのサイトの発展経過と可能性について述べたものである。 

 

２ MIT 日本語ウェブサイトの特徴 

 

本サイトの特徴は、１）MIT で開講されている１年から３年生までの全コースがウェブサ

イト上に体系的に網羅されている点、２）このサイトは聴解力、読解力、文法の基礎知識を

増強するための様々なプロジェクトを包括している総合的なサイトである点である。さらに、 

３）授業では話す力を伸ばすためのオーラル中心のレッスンプランを組み、読み書きや基礎

文法、聴解力向上に関しては学生がウェブ教材を自主的に使用することを前提にしているこ

と、そして、４）このサイトは次々にインターネットに創出されている新しいテクノロジー

を随時取り入れて、オンライン教材を改良、進化させることができる点、また、５）このサ

イトは一般に公開されており、MIT の学生以外にも自主的な日本語学習の指針として利用さ

れていること（MIT Open Course Ware  からも閲覧可能）、そして、６）MIT の日本語教育

に携わるスタッフ全員がこのサイトの発展に寄与していることも挙げておきたい。 
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３ ウェブサイトの構成と利用法 

3.1  トップページ 

 
 上記のサイトは MIT の Foreign Languages & Literatures のサイトからリンクされている

日本語プログラムの top page である。(http://web.mit.edu/21f.500/www/)  このページに
は MIT で開講されている日本語コースがリストアップされている。このページは、特に高校

やど他所で日本語を学習した経験があり、これから MIT の日本語プログラムに編入しようと

している学生に役立つと考えられる。ここから各レベルのサイトへアクセスし、コース内容

を閲覧した上で、それを目安に自分に適切なレベルを選ぶことができる。 

3.2 各コースのメインページ 

 
 各コースのメインページの一例として、上記の Beginning Japanese I のページを参照さ

れたい。シラバス、オフィスアワー、学期の大まかなスケジュール(semester schedule)な

どの情報と日本語関係リンクのほか、このコースで使用されるオンライン教材の目次が掲載

されている。学生は月間スケジュールサイト

(http://web.mit.edu/21f.501/www/2006/september.html)から、さらに細かくタスクが示さ
れている、週間スケジュールサイト

(http://web.mit.edu/21f.501/www/2006/weeks/week3.shtml)へアクセスし、学生はそこに

指示された内容を見て、日々の予習復習を行う。 

 

3.3 かな漢字、読み物のオンライン教材 

 Quicktime を利用したオンラインのひらがな、漢字の筆順ムービーは、現在多数の教育機

関で利用されていることと思う。MIT ではそれに先駆け、１９９３年に、現在の MIT のウェ

ブサイトの母体となる JP-NET の漢字プロジェクトとして、 プロジェクト創始者の宮川繁

と ウェブプロジェクト発足当時のテクニカル担当者 Anne LaVin が、中部大学の小森冴江子

教授のご協力をいただき、 オンライン化した。 

(http://web.mit.edu/jpnet/kanji-project/index.html) 
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 MIT のウェブサイトでは筆順を示す映像と、学習者に顕著に「止め、はね」がわかるよう

な毛筆の漢字画像が閲覧できる。また、グラハム智子らがインターアクティブの漢字オンラ

インクイズを加え、学生が自主的に漢字を学ぶことができるようになっている。MIT では日

本語のコースは週４時間と時間数が少ないため、授業時間はほとんど読み書きに費やすこと

ができないが、この漢字オンライン教材を使用することにより着実に漢字を学ぶことが可能

である。蛇足ではあるが、他の教育機関がこのサイトから漢字ムービ－をダウンロードし、

各々の学校のスケジュールに即した漢字導入の順序でウェブサイトを作れるような手引きも

掲載されている。 

 さらに、MIT 独自の読み物も後年追加した。この読み物は MIT で使用している Japanese: 

the Spoken Language ( Jorden with Mari Noda、1988)シリーズの文法導入に沿って、長谷
好美らが書き下ろしたものである。現在ではコンピューター知識がそれほどない教師にも簡

単にワードで作ったものをウェブにアップロードすることができるので、学生の興味のあり

そうなトピックや最近の社会問題などを題材にした読み物、読解試験に実際に使用した文章

などを取り入れて、随時増やすことができる。読み物はハードコピー版でも配布しているが、

ウェブ上では、学習者はオンライン辞書の機能を使って、読むことができるという特典がで

きる。さらに、新宮育枝が中心となって読み物に Audacity を使ってオーディオのファイル

を添付し、学生が音読されたものを聞くことができるようにした。 

 

3.4 文法教材 

 MIT ウェブサイトからは各コースのメインページ上の Quiz Review Materials の項目から、

次のような文法教材がアクセスできる。  

• 各課の文法事項のまとめ (Grammar Notes) 
• 各課の文法の練習問題 (Practice Quiz) 
• 学習者に特に難しいと思われる文法に焦点をあてた練習 （例：格助詞、自動詞／
他動詞、やり／もらいなど) 

 文法の練習問題は、テストの出題問題と同形式のものであり、解答と解説を付記してある

ので、学生が自分でテストの前に復習できる。もっと練習問題が欲しいという学生の要望に

応じて、後年追加した。格助詞、敬語、他動詞／自動詞などの練習は授業中にシチュエーシ

ョンの中で練習する以外に、学習機会を増加することを目的に組み入れてある。ここにある

教材は学生のニーズに応えて徐々に加えていったものだ。 

 

3.5 オーディオ教材 

 外国語学習者にとって、正しい発音、イントネーションの習得に必要不可欠なことは、 

言うまでもなく、自然なスピードの発話モデルを繰り返し聞くことである 。 Japanese: 

the Spoken Language のテキストには膨大な量のオーディオが付随されている。９０年代に

はカセットテープで、そして、その後は CD-ROM で、販売されていたが、現在、オーディオ

は全てディジタル化されてウェブ上で聞くことができる。Ohio State University の

language lab で作成された音声ファイルにもすぐアクセスできるように、週間スケジュー

ルからリンクがある。これらの音声ファイルは MP3 のフォーマットでダウンロードすれば、

iPod などを使い学生はどこでも聞くことができる。 

さらに、MIT の日本語のサイトからは Dartmouth University で開発された DLRecorder を

容易にダウンロードすることができるようになっている。DLRecorder は、コンピュータ上

で使えるカセットテープのような録音機能を持つ無償のソフトウエアである。 

(http://schiller.dartmouth.edu/dl-recorder/index.php) MP3, WAVE, Ogg Vorbis, AIFF, 
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ASF, Windows Media のフォーマットでダウンロードした音声ファイルを使って自分の声を

録音し、モデルと聞き比べたり、モデルと同時にマイクに向かって発声したりして、正しい

イントネーションを習得することが可能である。 

 

４.ウェブサイトの発展経過と今後の可能性 

ウェブサイトの創設・拡張に多くのスタッフが関わっていることは前に述べたが、スタッ

フ間のコラボレーションは、このサイトの開発に極めて重要な要素であったと思う。ウェブ

サイトの創設時には、宮川繁の構想の下、Anne LaVin がコンピューター技術面を担当し、

日本語スタッフとの共同作業として漢字サイトやスケジュール、及びいくつかの文法教材を

開発した。特に JP-NET プロジェクト開始初期は、ウェブサイトを立ち上げるのは容易でな

く、専門的なコンピューター知識と、言語教育のペタゴジーを合体することで、初めて現場

で使える大規模なサイトの構築が可能と成り得たと思う。教師側からの案、すなわち、どの

ような技能を涵養する目的でどのようなオンライン教材を開発したいか、その教材をどのよ

うにコースに組み入れていけば効果が期待できるか、といった意見に対して、テクニカル面

に関しての示唆、例えば、教師の構想する教材の開発にどのようなテクノロジーが必要か、

あるいは、どのようなインターフェイスのデザインが学生に使いやすいか、などといったこ

とを調査し、双方の意見を議論しながら徐々にページを増やして、ウェブページの原型を作

っていった。 

このサイトの意義のひとつは、中に含まれるオンライン教材が、カリキュラムの中で、タイム

リーに使いやすく学生に供給されている点である。このサイトは、前にも述べた通り、漢字学習

教材や、文法練習問題、聴解練習などの様々なものを総合的に集めたものであるが、教材の使用

がコースカリキュラムの一部となっており、ウェブにある教材の使用は予習、復習には欠かせな

い条件になっている点をさらに強調しておきたい。換言すれば、せっかくオンラインの教材を作

っても、コースの中にうまく組み込めないとその教材は学生に使用されず無駄になってしまう可

能性があるが、コース全体のウェブサイトを作り、その中から学生に提供するようにすると、有

効的に学習に取り込めると思う。 

 

5. 今後の可能性 

本稿頭書にあるように、このウェブページは新しい技術を取り入れて、改訂することが可

能である。近年革新的なスピードで教育にも利用できるソフトフェアが開発されているので、

日本語スタッフはこのようなソフトウエアを使い、コンテンツを改良、拡大している。例え

ば、 Wordchamp  http://www.wordchamp.com/lingua2/Splash.do を使って、語彙練習を試
験的に加えたり、 dreamweaver を使い簡単にページの内容を更新したり, 文法の練習問題

や読み物を追加したりするほか、既に述べたように Audacity を使って読み物に音声を入れ

たりすることが簡単にできる。上に紹介した DLRecorder もイントネーション矯正のため、

加えてみた。このようなソフトの有効性については時間をかけて調査したい。 

また 将来的には、さらにこのウェブサイトから学生の能力向上に繋がる教材を増加し、

提供していきたいと思う。また、コースカリキュラムに使用される教材以外にも、学生が興

味を持ち、かつ、日本語の学習に役立つものを取り込んでいきたいと思っている。 
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